
 － 1 －

歴史を伝える大師の里　心と力を合わせ　未来に誇れるまちづくり 令和６年２月29日（2024年）

題 字　 後 藤 仁 田（性相院）

＝第28号＝

★
山
寺
立
石
寺
奥
之
院
広
場
に
造
立
の
大
灯

籠
は
、
明
治
28（
1895
）年
、
現
在
の
山
形
市
銅

町
マ
ル
イ
鋳
造
所
縁
の
鋳
物
師
小
野
田
才
助

の
作
で
あ
る
。
★
令
和
５
年
７
月
14
日
、
山

形
市
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
★
小

野
田
鋳
物
師
は
同
意
匠
の
大
灯
籠
を
全
国

３
ヶ
所
、
金
華
山
黄
金
山
神
社
に
明
治
25
年

（
1892
）と
27
年
、
明
治
28
年（
1895
）３
月
金
刀
比

羅
宮
に
、
同
年
８
月
当
立
石
寺
奥
の
院
に
奉

納
★
何
れ
の
大
灯
籠
も
、
明
治
初
期
の
溶
接

技
術
の
な
か
っ
た
中
で
、
薄
手
の
七
層
構
造

に
精
巧
な
組
み
合
わ
せ
の
細
工
を
施
す
見
事

な
鋳
造
に
な
っ
て
い
る
★
こ
の
大
灯
籠
の
発

願
主
は
、
当
時
の
立
石
寺
住
職
壬
生
優
田
。

中
性
院
、
華
蔵
院
、
性
相
院
、
金
乗
院
が
事

務
総
代
を
務
め
寄
進
者
を
募
っ
た
。
確
か
め

る
こ
と
の
で
き
る
寄
進
者
数
は
694
人
。
し
か

も
、
そ
の
範
囲
は
北
は
最
上
郡
豊
里
村
、
南

は
置
賜
郡
赤
湯
村
、
十
王
村
の
広
範
囲
に
及

ぶ
★
山
寺
村
140
人
、
旧
山
形
市
・
高
瀬
村
210

人
の
３
地
で
半
数
を
占
め
、
干
布
村
と
高
擶

村
100
人
が
加
わ
り
、
こ
の
外
の
不
分
明
数
を

加
え
る
と
、
寄
進
者
総
数
は
更
に
多
く
な
る

★
大
燈
籠
の
造
立
時
の
山
寺
地
区
は
未
曽
有

の
経
済
危
機
に
陥
っ
て
い
た
★
優
田
住
職
は
、

庶
民
信
仰
の
地
山
寺
に
死
者
の
霊
の
集
ま
る

目
印
の
大
灯
籠
を
建
立
し
、
山
寺
地
区
の
再

興
の
シ
ン
ボ
ル
に
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。

明
治
35
年
頃
に
明
治
天
皇
皇
太
子
の
山
寺
行

啓
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
届
い
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
準
備
の
一
つ
が
大

灯
籠
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
★
し
か
し
、
麻

疹
の
流
行
で
、
山
寺
行
啓
は
明
治
41
年
９
月

18
日
に
延
期
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
★
小
野
田

鋳
物
師
の
作
品
は
県
外
に
多
く
見
ら
れ
た
が
、

50
余
点
以
上
の
梵
鐘
の
多
く
が
戦
時
供
出
で

失
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
灯
籠
は
、

信
仰
上
の
重
要
さ
と
製
作
技
術
の
高
さ
か
ら

戦
時
供
出
を
免
れ
た
と
い
う
。
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令
和
５
年
７
月
14
日

   

山
形
市
民
俗
有
形
文
化
財
に
指
定

奥
の
院
の
大
灯
籠

奥
の
院
の
大
灯
籠

奥
の
院
の
大
灯
籠
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☆ 

立
石
寺
境
内
の
住
人
（
僧
侶
他
）

　

山
寺
村
は
、
昔
か
ら
立
石
寺
の
領
地
で

あ
る
。
寺
の
主
僧
が
治
め
て
い
る
。
そ
の

配
下
に
代
官･

大
庄
屋
な
ど
が
い
る
。
又

そ
の
下
に
百
姓
代
が
い
る
。
皆
主
僧
を
尊

敬
し
て
「
上
」
と
呼
ん
で
い
る
。
寺
領
の

石
高
は
千
四
百
二
十
石
。
は
じ
め
は
天
皇

か
ら
の
拝
領
（
勅
印
）
だ
っ
た
が
、
後
の

徳
川
氏
三
代
の
時
、
右
の
石
高
が
徳
川
幕

府
の
御
朱
印
に
改
め
ら
れ
た
。
寺
に
仕
え

る
者
は
、
皆
そ
の
御
朱
印
石
高
よ
り
配
当

を
受
け
た
。
立
石
寺
衆
徒
、
す
な
わ
ち
妻

帯
六
ヶ
坊
、
承
仕
四
ヶ
坊
、
十
二
ヶ
坊
、

こ
れ
等
は
山
寺
山
の
内
に
住
ん
で
い
た
。

今
は
妻
帯
坊
・
承
仕
坊
、
皆
僧
侶
を
や
め
、

一
般
人
に
な
り
（
還
俗
）
名
を
改
め
て
い

る
。
他
村
の
人
で
あ
っ
て
も
祭
礼
の
楽
人

等
は
、
勿
論
、
別
に
小
役
を
担
っ
て
い
れ

ば
、
寺
領
よ
り
の
配
当
を
受
け
て
い
た
。

☆ 

山
寺
の
住
民
の
人
柄

　

山
寺
村
の
人
は
山
里
と
い
う
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
人
と
交
わ
り
方
は
心
得
た
者

が
多
い
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
、
仙
台
街

道
に
関
係
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、

中
に
は
悪
賢
い
（
狡
猾
）
な
る
者
も
少
な

く
な
く
、
い
や
ら
し
い
（
卑
陋
・
ヒ
ロ
ウ
）

者
も
い
る
。
こ
れ
等
の
人
は
た
だ
飲
食
に

日
を
潰
し
、
云
う
に
云
わ
れ
な
い
こ
と
を

や
り
、
人
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
。
少
し
道

理
の
分
か
る
者
は
、
面
で
は
親
し
そ
う
に

し
、
陰
で
は
非
難
し
合
い
、
悪
口
を
云

う
者
も
い
る
。
又
、
自

分
自
身
を
高
め
よ
う
と

す
る
素
振
り
も
見
受
け

ら
れ
る
が
、
興
味
あ
る

男
立
て
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
と
て
、
唯
外

面
の
名
誉
を
得
よ
う
と

す
る
た
め
の
よ
う
で
あ

る
。た
だ
芦
澤
の
人
は
、

実
直
を
旨
と
す
る
人
が

沢
山
お
ら
れ
る
。
又
千

手
院
は
最
も
山
深
く
入

っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、

人
柄
も
質
素
な
り
と
い

ふ
が
、
さ
て
ど
う
だ
ろ

う
か
。
人
心
は
、
お
お

む
ね
善
い
と
云
っ
て
い

い
も
の
か
ど
う
か
な
。

私
が
徳
育
を
施
す
に
容

易
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

風
俗
も
一
般
に
、
男

女
と
も
あ
ま
り
上
品
で
は
な
い
。
馬
牽
く

男
な
ど
は
長
衣
を
着
、
女
は
皆
モ
ン
ペ
と

い
う
見
か
け
の
よ
く
な
い
も
の
を
身
に
着

け
、
田
畑
で
働
い
て
い
る
。
又
髪
な
ど
は

束
ね
て
結
う
の
は
少
な
く
、
た
だ
束
ね
て

櫛
で
止
め
て
お
く
だ
け
で
あ
る
。
男
女
の

間
柄
は
余
り
正
し
く
は
な
い
。

☆ 

山
寺
の
方
言

　

又
、
言
葉
の
訛
り
が
多
く
、
仮
名
違
な

ど
は
特
に
聞
き
難
い
。
例
え
ば
、
五
十
音

の
ヤ
行
を
発
音
す
る
に
、
シ
を
つ
け
る
。

山
を
シ
ャ
マ
と
言
い
、
夜
を
シ
ヨ
ル
と
言

う
。
指
を
シ
ユ
ビ
と
言
う
。
ま
た
、
鼻
音

に
訛
っ
た
り
す
る
の
が
多
い
。
行
く
を
エ

グ
、
行
か
ね
を
エ
ガ
ネ
と
言
う
。
ペ
や
シ

は
、
中
で
も
甚
だ
多
い
。
ソ
ウ
ダ
ベ
、
エ

グ
ベ
ー
の
如
し
。

☆ 

山
寺
の
生
業
と
生
産
物

　

山
寺
村
の
最
も
賑
や
か
な
処
の
川
原
町

衆
は
主
に
旅
籠
屋
、
菓
子
屋
、
其
他
の
店

を
営
ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ
う
、
田
舎
び
た

と
こ
ろ
が
少
な
い
。

　

人
々
の
生
業
（
す
ぎ
わ
い
、職
業
）
は
、

山
寺
村
は
山
里
な
の
で
田
畑
も
少
な
く
、

多
く
の
村
民
は
山
に
入
り
、
薪
を
取
り
、

或
は
炭
を
焼
き
、あ
る
い
は
石
工･

木
挽
・

石
材
運
搬
、
荷
車
牽
き
等
、
種
々
の
仕
事

を
し
て
い
る
。
養
蚕
業
は
大
変
盛
ん
で
あ

る
。

　

時
の
移
り
変
り
従
い
、
生
計
を
支
え
る

生
業
（
職
業
）
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
食

物
は
、
米
も
余
り
多
く
収
穫
で
き
な
い
の

で
、
か
て
飯
を
食
べ
る
。
魚
類
を
食
べ
る

こ
と
は
極
め
て
少
く
、
生
魚
を
食
べ
る
人

は
こ
と
の
ほ
か
少
な
い
。
ま
た
、
川
魚
を

捕
っ
て
食
べ
る
習
慣
は
昔
か
ら
少
な
い
。

仏
の
教
え(

天
台
宗)
の
せ
い
だ
ろ
う
。

　

住
居
は
素
晴
ら
し
い
の
は
少
な
い
。
家

の
建
て
方
、
中
に
は
良
い
葺
き
方
の
屋
根

も
あ
る
が
、
大
変
粗
末
な
も
の
が
多
い
。

　

こ
の
村
の
産
物
は
先
ず
第
一
が
石
材

で
、
山
寺
石
と
名
付
け
、
方
々
に
売
り
出

さ
れ
て
い
る
。
一
年
の
売
上
高
は
、
お
お

よ
そ
三
万
才（
一
尺
立
法
を
一
才
と
い
う
）

で
、
二
千
四
百
円
ほ
ど
で
あ
る
。
と
り
わ

け
竿
石
と
呼
ぶ
石
材
は
誠
に
珍
し
く
、
六

角
な
も
の
、
八
角
な
も
の
、
多
角
形
な
も

の
と
様
々
で
あ
る
。
太
さ
は
二
寸
角
、
六

寸
角
と
種
々
。
長
さ
は
稀
に
三
間
に
至
る

も
の
も
あ
る
。
土
を
掘
っ
て
剥
ぎ
取
っ
て

い
る
。
他
村
の
人
は
、
そ
の
自
然
な
形
に

興
味
を
持
ち
、
購
入
す
る
人
が
多
く
、
東

京
の
博
覧
会
に
も
出
品
し
た
と
云
わ
れ
て

い
る
。
石
の
質
は
、
い
た
っ
て
も
ろ
い
。

自
分
の
故
郷
の
朝
陽
学
校
の
石
碑
の
柵
に

使
わ
れ
て
い
る
石
材
も
こ
の
竿
石
で
あ

る
。
又
、
竿
石
で
な
い
石
材
は
そ
こ
こ
こ

の
大
岩
を
ハ
ッ
パ
と
い
う
爆
破
で
砕
き
、

角
材
に
し
て
売
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、極
め
て
多
い
。

山
か
ら
は
薪
炭
を
生
産
し
、
山
寺
炭
と
呼

ば
れ
有
名
で
よ
く
売
れ
て
い
る
。
松
茸
は

松
の
生
え
山
に
自
生
し
、
毎
年
非
常
に
多

く
採
れ
、
値
段
は
甚
だ
安
い
。
そ
の
他
の

茸
類
も
多
い
。
栗
の
実
は
、
栗
山
が
数
ヶ

所
に
あ
っ
て
、
一
年
お
き
に
実
る
。
上
手

な
人
は
一
日
に
二
斗
も
拾
い
、
他
村
に
出

荷
す
る
ほ
ど
多
い
。
そ
の
他
山
芋(

自
然

薯)

、
春
の
山
菜
・
筍
等
も
出
荷
す
る
。

　

（
29
号
に
続
く
）

。
少
し
道

し
そ
う
に

悪
口
を
云

どの山うにグはグ☆衆をと山多或石をる

『山寺村風土略記』『山寺村風土略記』
伊藤友信先生を偲ぶ 伊藤友信先生を偲ぶ ＜Ver3＞＜Ver3＞

裁判所書記官裁判所書記官
正装写真正装写真

令和６年１月１日現在 山寺戸数410戸、総人口1,021人（男498人、女523人）　市統計より
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◎
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
に
移
行
後
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
。

世
界
各
国
か
ら
立
石
寺

参
拝
、
峯
の
浦
散
策
と
、

た
く
さ
ん
の
観
光
客
で

賑
わ
う
概

◎
４
年
ぶ
り
に
〝
か
が
り
火
い
も
煮
会
〞
実
施
。
話

に
花
が
咲
き
、
笑
顔
満
開
概

◎
令
和
６
年
１
月
18
日
よ
り
２
月
18
日
ま
で
、
山
寺

冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
催
。
宝
珠
橋
公
園
内
の
二
代

目
鍋
太
郎
も
赤
く
染
ま
っ
た
概

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

耳
よ
り
な
話

耳
よ
り
な
話

防塵電波掛時計を贈呈防塵電波掛時計を贈呈防塵電波掛時計を贈呈防塵電波掛時計を贈呈

五大堂を眺めて“ヨガ”教室五大堂を眺めて“ヨガ”教室五大堂を眺めて“ヨガ”教室五大堂を眺めて“ヨガ”教室
　

令
和
５
年
か
ら
、
山
寺
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
規
事
業
と
し

て
、
心
と
身
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事

業
「
ヨ
ガ
教
室
」
を
開
催
。

　

山
寺
地
区
の
人
口
減
少
が
進
む

中
、
若
い
人
達
が
集
ま
る
場
所
や
山

寺
の
魅
力
を
改
め
て
考
え
て
欲
し
い

と
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
年

代
を
問
わ
ず
気
軽
に
交
流
が
で
き
る

場
を
提
供
し
よ
う
と
企
画
。
早
朝
の

事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
催
と
い

う
形
で
山
寺
芭
蕉
記
念
館
か
ら
も
快

く
協
力
し
て
も
ら
い
、
快
適
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

５
月
と
９
月
は
、
芝
生
広
場
の
上

で
、
五
大
堂
な
ど
の
景
色
を
眺
め
な

が
ら
、
清
々
し
い
空
間
に
身
を
置
い

て
ヨ
ガ
の
指
導
を
受
け
、
参
加
者
か

ら
は
「
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
環

境
で
ヨ
ガ
を
楽
し
め
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
。
ま
た
、
参

加
し
た
い
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ

い
た
。

　

11
月
は
小
雨
模
様
で
、
研
修
室 

（
和
室
の
大
広
間)

で
開
催
し
た
が
、

雨
戸
を
開
い
た
部
屋
の
窓
か
ら
広
が

る
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
山
寺
の
絶

景
を
堪
能
し
、
適
度
な
身
体
の
疲
れ

の
余
韻
に
浸
っ
て
い
た
。
令
和
６
年

も
開
催
予
定
な
の
で
、
地
区
の
皆
さ

ん
も
、
是
非
、
ご
参
加
を
！

　

奈
良
時
代
、
時
の
聖
武
天
皇
は
全
国
に
国

分
寺
・
国
分
尼
寺
を
建
て
さ
せ
た
。
国
分

寺
・
国
分
尼
寺
は
、
貧
窮
の
民
を
救
う
た
め

に
、
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
類
の
「
小

作
地
」を
与
え
た
。

こ
の
土
地
が
「
福

田
（
ふ
く
で
ん
）」

と
呼
ば
れ
た
。
氏

家
家
は
、
当
時
か

ら
広
大
な
土
地
の

所
有
者
で
何
処
に

出
か
け
る
に
も
他

人
の
土
地
を
通
ら

ず
に
行
け
た
長
者
だ
っ
た
と
伝
わ
る
。

　

終
戦
後
、
小
作
地
「
福
田
」
は
、
昭
和
21

年
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
策

：

農
地
解
放
に
よ
っ
て

小
作
人
の
所
有
地
と
な
っ
た
。
福
田
（
田
・

畑
）
の
小
作
者
は
こ
の
改
革
で
自
作
農
と
な

り
、
福
田
（
ふ
く
で
ん
）
の
農
地
は
「
福ふ

く

田だ

園え
ん

」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
作
農
家
と

な
っ
た
方
々
は
氏
家
氏
に
感
謝
の
心
を
示

し
、
冠
婚
葬
祭
の
際
な
ど
に
、
氏
家
氏
に
御

遣
い
を
出
し
接
待
す
る
習
わ
し
を
続
け
た
り

も
し
た
と
い
う
。
時
を
経
て
こ
の
習
わ
し
は

廃
れ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
バ
ス
停
標
識
の
立
つ
界
隈
は
、
千

数
百
年
の
歴
史
変
遷
を
秘
め
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

～山寺観光協会へ～ 　

山
寺
中
生
徒
会
が
中
心
と
な
り

取
り
組
ん
で
き
た
『
ア
ル
ミ
缶
回

収
』
の
収
益
金
で
、
防
塵
電
波
掛

け
時
計
が
山
寺
観
光
協
会
へ
贈
呈

さ
れ
た
。

　

令
和
５
年
12
月
21
日
、
小
中
全

校
児
童
生
徒
が
集
い
、
山
寺
観
光

協
会
清
原
会
長
へ
と
贈
呈
さ
れ
た

後
、
宝
珠
橋
公
園
の
公
衆
ト
イ
レ

西
側
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
た
。

　

山
寺
地
内
に
は
山
寺
駅
構
内
の

時
計
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
地
域
の

方
々
の
み
な
ら
ず
、
国
内
外
か
ら

の
お
客
様
に
も
有
効
に
活
用
さ
れ

る
と
期
待
大
概

（
中
地
蔵
）

「
福
田
園
」の
由
来

「
福
田
園
」の
由
来

令和５年度 山寺小・中学校の児童・生徒数　小学校27人（男18人、女９人）　中学校27人（男７人、女20人）
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振興会振興会

※
令
和
５
年
も
、
一
部
に
つ
い

て
活
動
の
中
止
・
規
模
縮
小
が

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

◎
中
止
革
（
４
月
）
山
寺
地
区

歓
送
迎
会
（
１
月
）
令
和
６
年

新
春
初
顔
合
わ
せ
の
つ
ど
い

◎
規
模
縮
小
革（
４
月
）山
寺
地

区
振
興
会
総
会
（
９
月
）
山
寺
地
区
敬
老
会

（
10
月
）
市
長
を
囲
む
山
寺
の
集
い
＝
市
政

懇
談
会
＝
、
山
寺
地
区
文
化
祭

◎
通
常
ど
お
り
開
催
革
（
５
月
）
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

（
８
月
）山
寺
地
区
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会

（
１
月
）ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
卓
球
大
会

※
地
域
ぐ
る
み
の
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ

る
生
活
環
境
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
各
町

内
会
と
連
携
し
て
活
動
し
た
。

◎
収
穫
し
な
い
果
樹
の
伐
採

　

５
町
内
会
（
中
地
蔵
・
地
蔵
堂
・
馬
形
・

所
部
・
千
手
院
）
の
７
ヶ
所
の
柿
の
木
や
栗

の
木
等
を
伐
採
し
た
。

◎
山
形
市
地
域
ぐ
る
み
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
の
実
施

・
除
草
剤
噴
霧
器
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入

・
有
害
鳥
獣
駆
除
用
花
火
を
購
入

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
保
守
点
検
を
実
施

◎
鳥
獣
用
侵
入
防
止
柵
の
整
備

　

国
の
「
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
」

を
活
用
し
、
４
町
内
会

（
中
地
蔵
・
地
蔵
堂
・
宮

崎
・
馬
形
）
に
お
い
て
、

広
域
防
護
柵
（
一
部
電

気
柵
併
用
）
を
整
備
し

た
。総
延
長
は
、約
11
㎞
。

◆
令
和
５
年
度 

振
興
会
役
員（
敬
称
略
）

会
　

長
　
　

佐
藤
　

正
紀
（
中
地
蔵
）

副
会
長
　
　

笹
原
　

茂
美
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　

滝
口
金
右
エ
門
（
芦
　

沢
）

自
治
推
進
委
員
長（
兼
）副
会
長

　
　
　
　
　

毛
利
　

今
男
（
所
　

部
）

役
　

員
　
　

布
施
　

文
弘
（
中
地
蔵
）

　
　
　
　
　

水
戸
部
信
一
（
地
蔵
堂
）

　
　
　
　
　

布
施
　
　

修
（
宮
　

崎
）

　
　
　
　
　

武
田
　

和
彦
（
宮
　

崎
）

　
　
　
　
　

川
邊
　

信
治
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　

布
施
　

春
夫
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　

堀
川
　

和
義
（
南
　

院
）

　
　
　
　
　

安
藤
　

章
吾
（
馬
　

形
）

　
　
　
　
　

安
藤
　

惠
一
（
馬
　

形
）

　
　
　
　
　

佐
々
木
勝
則
（
千
手
院
）

　
　
　
　
　

後
藤
　

俊
弥
（
千
手
院
）

有
害
鳥
獣
対
策
担
当

　
　
　
　
　

成
山  

佳
明
（
地
蔵
堂
）

〃（
協
力
者
）柏
倉
　

茂
幸
（
芦
　

沢
）

会
　

計
　
　

武
田
　

栄
作
（
所
　

部
）

事
務
局
長
　

渡
辺
　
　

尊
（
や
ま
で
ら
館
）

監
　

事
　
　

今
井
　

幸
雄
（
所
　

部
）

　
　
　
　
　

冨
樫
　

美
代
（
千
手
院
）

◆
感
謝
状
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

・
自
治
推
進
委
員
退
任
感
謝
状

　
　
　
　
　

冨
樫
　

政
利
（
中
地
蔵
）

　
　
　
　
　

成
山
　

佳
明
（
地
蔵
堂
）

　
　
　
　
　

布
施
　

幸
雄
（
宮
　

崎
）

　
　
　
　
　

滝
口
金
右
エ
門
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　

笹
原
　

茂
美
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　

矢
萩
　

昭
夫
（
南
　

院
）

　
　
　
　
　

小
笠
原
　

仁
（
馬
　

形
）

　
　
　
　
　

今
井
　

幸
雄
（
所
　

部
）

　
　
　
　
　

冨
樫
　

美
代
（
千
手
院
）

※
山
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
計
画
し
て
い
た
事
業
は
、
一
部

が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

新
規
の
事
業
も
あ
り
、
多
数
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

◎
中
止
し
た
共
催
事
業

（
１
月
）
令
和
６
年
新
春
初
顔
合

わ
せ
の
つ
ど
い

◎
規
模
縮
小
し
た
共
催
事
業

（
10
月
）
山
寺
地
区
文
化
祭

◎
実
施
し
た
主
催
事
業

（
６
月
）
遊
仙
狭
ト
レ
ッ
キ

ン
グ

（
７
月
）
防
災
教
室
◇
新
規
◇

（
８
月
）
手
作
り
パ
ン
教
室

（
９
月
）
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

つ
く
り

（
10
月
）
紅
葉
川
渓
谷
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
、
そ
ば
打
ち
教
室

（
11
月
）
感
謝
の
ク
ッ
キ
ー

作
り
、
施
設
見
学
会

（
12
月
）
わ
い
わ
い
親
子
リ

ト
ミ
ッ
ク

（
１
月
・
２
月
）
手
芸
教
室

◎
実
施
し
た
共
催
事
業

（
５
・
９
・
11
月
）
ヨ
ガ
教
室

◇
新
規
◇

※
コ
ミ
セ
ン
所
長
の
異
動

（
退
任
）
　

伊
藤
　
　

忠

（
新
任
）
　

矢
萩
　

昭
夫

※
コ
ミ
セ
ン
事
務
局
職
員
の

異
動

（
退
職
）
　

久
保
田
幸
子

（
採
用
）
　

増
子
　

友
美

やまでら館に

やまでら館に見にきてくださいやまでら館に見にきてください!!!!

－間伐材を利活用～森林環境学習－

丸太たいこベンチ ３基
プランターカバー ２基

やまでら館やまでら館

　

恩
返
し
は
、
お
世
話
に
な
っ

た
人
に
、
そ
の
受
け
た
恩
を
お

返
し
す
る
こ
と
で
す
。

　

恩
送
り
と
は
、
お
世
話
に
な

っ
た
人
を
含
む
全
て
の
人
に
、

恩
を
お
返
し
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、生
き
て
い
る
間
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
受
け
た
恩

を
、
世
の
中
全
て
の
人
に
お
返

し
し
ま
し
ょ
う
概

今 味わう、先哲の言葉
  

恩　

送　

り

　
   

立
石
寺
住
職　

清
原 

正
田

〈馬形〉〈馬形〉

〈親子リトミック〉〈親子リトミック〉 〈もみじ公園の見学〉〈もみじ公園の見学〉 〈文化祭〉〈文化祭〉

　　　　　　2023 年５月８日に、新型コロナウイルス感染症が
　　　　　　「５類感染症」に変更された
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令
和
五
年
物
故
者

 

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

〈
千
手
院
〉

・
後
藤
　

一
男
殿
　

・
後
藤
　

武
男
殿

〈
所
　

部
〉

・
増
子
　

貞
　

殿
　

・
東
海
林
信
夫
殿

〈
馬
　

形
〉

・
安
藤
　

利
雄
殿
　

・
東
海
林
敬
二
殿

・
後
藤
貴
美
子
殿
　

・
佐
藤
ミ
ヨ
ノ
殿

〈
南
　

院
〉

・
板
橋
　

キ
ツ
殿

〈
川
原
町
〉

・
笹
原
　

永
吉
殿

〈
芦
　

沢
〉

・
滝
口
真
木
雄
殿
　

・
伊
澤
　

精
一
殿

・
山
田
ナ
カ
ヱ
殿
　

・
柏
倉
千
江
美
殿

〈
宮
　

崎
〉

・
布
施
　

静
子
殿
　

・
武
田
　

政
人
殿

〈
地
蔵
堂
〉

・
布
施
　

晶
嗣
殿
　

・
布
施
清
太
郎
殿

〈
中
地
蔵
〉

・
冨
樫
　

政
利
殿
　

・
布
施
み
つ
子
殿

　令和５年生まれ

　

〈
中
地
蔵
〉

 

・
冨
樫 

眞
一
郎 

氏 

二
男

　
　
　

麓ろ
く

　

多た
　

さ
ん

　

〈
地
蔵
堂
〉

 

・
布
施
　

順
次 

氏 

二
男

　
　
　

和か
ず

　

樹き
　

さ
ん

お誕生お誕生
おめでとう !!おめでとう !!

金
婚
さ

ん

お
め
で
と
う

松
　

田
　

正
　

志 　
　
　

　
　
　
　

悦
　

子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　

〈
宮
　

崎
〉

森
　

谷
　

盛
　

克 　
　
　

　
　
　
　

し
げ
子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　

〈
宮
　

崎
〉

2023年「エルニーニョ現象」が発生し記録的な暑さになった。〈各地で運動会延期〉

・
山
形
県
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
感
謝
状

　

山
形
警
察
署
長
感
謝
状
　
　

遠
藤
　

正
明

感  

謝  

状 

輝
か
し
い
活
躍
概

感
動
を
あ
り
が
と
う
概

　

松
田 

征
也 

さ
ん

　
　

山
寺
中
３
年

（
宮
崎
）

・
山
形
警
察
署
長
・
山
形
地
区
交
通
安
全

　

協
会
表
彰

　
　

山
形
地
区
交
通
安
全
協
会
　

山
寺
支
部

・
令
和
５
年
度
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

　

会
長
特
別
表
彰

　
　

山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　

母
親
委
員
会
委
員
長
　

高
見
　

佳
澄

表  

彰  

状

　

令
和
４
年
に
続
き
、
令
和
５
年
第
63
回

山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技

男
子
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝
で
２
連
覇

を
果
た
し
た
。
２
連
覇
は
簡
単
に
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当

な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

東
北
大
会
で
も
並
い
る
強
豪
選
手
の
多

い
中
決
勝
に
進
み
200
ｍ
・
400
ｍ
と
５
位
入

賞
を
果
た
し
た
。
中
学
校
最
後
の
レ
ー
ス

で
自
己
ベ
ス
ト
を
マ
ー
ク
し
、
有
終
の
美

を
飾
っ
た
。

　

山
寺
中
学
校
で
は
大
活
躍
を
し
た
松
田

征
也
選
手
を
讃
え
、
の
ぼ
り
旗
を
設
置
。
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編
集
後
記

毎年発行予定・保存しておきましょう。

　

宝
珠
の
し
ず
く
28
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
旋
風
に
も
め
げ
ず

に
展
開
さ
れ
た
、
山
寺
地
区
内
で
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
意
義
深
い
活
動
を
記
録
・

編
集
し
て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

長
く
編
集
委
員
を
務
め
て
頂
い
た
笹
原

永
吉
さ
ん
、
布
施
昌
嗣
さ
ん
の
お
二
人
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
か

ら
は
、
編
集
委
員
と
し
て
斬
新
な
紙
面
構

成
に
ご
尽
力
を
頂
き
感
謝
を
申
上
げ
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

★
編
集
委
員

  

新
関
　

孝
夫
　

帰
矢
萩
　

昭
夫

　

後
藤
　
　

久
　
　

石
川
　

進
一

　

渡
辺
　
　

尊
　

  

遠
藤
ま
き
子

  Pepper くんが学校に！Pepper くんが学校に！

修学旅行で
　べにばなプレゼント
修学旅行で
　べにばなプレゼント
修学旅行で
　べにばなプレゼント

Yamadera Yamadera 
    Welcoming Tour    Welcoming Tour!!
Yamadera Yamadera 
    Welcoming Tour    Welcoming Tour!!

　

「
山
寺
の
景
色
は
大
変
美
し
い
。

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
美
し
い
の
は
、

山
寺
の
中
学
生
が
一
生
懸
命
に
案
内

し
て
く
れ
た
そ
の
姿
だ
っ
た
。」
と
。

　

生
徒
達
か
ら
は

　

「
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
交
流
す
る

こ
と
は
楽
し

い
こ
と
だ
っ

た
。
将
来
は

人
と
関
わ
る

仕
事
に
就
き

た
い
。
そ
し

て
も
っ
と
外

国
人
と
の
共

通
点
や
相
違

点
、
山
寺
の

　

令
和
５
年
10
月
11
日
に
、
約
４
年

ぶ
り
のY

a
m

a
d
era

 W
elco

m
in

g 

T
o
u
r

が
行
わ
れ
た
。

　

山
寺
中
生
徒
全
員
が
山
形
国
際
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
皆
さ

ん
に
山
寺
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
、

山
寺
観
光
協
会
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
部

Y
a
m

a
d
era

n
s

の
方
々
の
指
導
の
も

と
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
高
め
て
い
っ
た
。
　

当
日
は
、

蔵
王
二
中
の
先
生
、
生
徒
の
伊
東
さ

ん
も
参
加
し
、
全
員
で
最
高
の
お
も

て
な
し
が
出
来
た
一
日
だ
っ
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
コ
ナ
ー
先
生
が
映
画
監

督
の
皆
さ
ん
に
感
想
を
聞
い
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

令
和
５
年
７
月
５
日
～
７
日
に
、

山
寺
中
３
年
生
が
修
学
旅
行
で
東
京

都
新
島
村
に
あ
る
式
根
島
中
学
校
を

訪
問
。

　

修
学
旅
行
を
通
し
て
学
級
の
絆

を
深
め
自
主
・
自
律
の
精
神
で
行

動
力
を
磨
く

こ
と
、
そ
し

て
「
観
光
地

山
寺
に
生
か

せ
る
取
り
組

み
を
見
つ
け

る
」
と
い
う

目
標
を
持
っ

た
。
出
発
前

に
は
、
新
島

　

冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技
出

場
選
手
太
田
渉
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

P
e
p
p
e
r

く
ん
と
〝
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
は
何

か
〞
に
つ
い
て
考
え
、ク
イ
ズ
形
式
で
進
め
た
。

最
後
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
は
、
…
相
手
を

尊
重
す
る
・
勇
気
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
・
覚
悟
し

て
や
り
抜
く
、

以
上
３
つ
の
気

持
ち
を
持
っ
て

い
る
人
を
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
と

い
う
事
に
。
一

流
選
手
と
ふ
れ

あ
い
、
多
く

を
学
ん
だ
一
日

だ
っ
た
。

ば　べにばべにばばばばばばばばばべにべにべにべにべにばべべべべにべにべにべにべべべべべにばべにば
み
を
見
つ
け

る
」
と
い
う

目
標
を
持
っ

た
。
出
発
前

に
は
、
新
島

山
寺
を
国
内
外
へ
発
信
!!

山寺中3年生山寺中3年生

村
の
方
々
へ

の
お
土
産
作

り
。
紅
花
染

め
の
手
作
り

う
ち
わ
、
紅

花
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
等
、
準

備
す
る
生
徒

達
は
、
訪
問

先
の
方
々
に

喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
期
待
に
目

を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

生
徒
達
の
感
想

　

「
今
回
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
、

地
域
文
化
を
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を

身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
機
会
が
あ
れ

こ
と
も
調
べ

た
い
と
思
っ

た
。」

　

「
も
っ
と

英
語
を
勉
強

し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
と

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。」
と

　

生
徒
達
が
こ
の
ツ
ア
ー
で
経
験
し

た
こ
と
は
、
将
来
に
繋
が
る
貴
重
な

も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
な
る
活
躍
に

期
待
概

ば
、
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
。
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
学
習
に
繋
げ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
た
。」

　

「
式
根
島
に
行
っ
て
み
て
、
最
初

は
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
中
学
生
と
交
流
し
た
り
、
き

れ
い
な
景
色

を
見
る
こ
と

が
で
き
た
り
、

式
根
島
の
人

達
は
と
て
も

面
白
い
人
や

優
し
い
人
が

た
く
さ
ん
で

良
か
っ
た
。」

2024年１月１日午後４時10分石川県能登地方において震度７の地震発生〈能登半島地震〉


